
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【インスタグラムの内容と投稿写真】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上条を活性化する会 

地域団体 

山梨県甲州市の集落「上条（かみじょう）」です！ 

「やすらぎの刻～道」の撮影地でもある 

自然あふれる上条から情報を発信！ 

〝上条生まれ上条育ち”の地元メンバーが 

上条の魅力を次世代に受け継ぐべく奮闘中！ 

上条の魅力を広めるため、「上条を活性化する会」ではインスタグラムのアカウントを開設しました。 

上条のファンを増やし、イベント等に訪れる人を増やしていくため定期的に投稿し、上条のことを日

常的に意識してもらおうというねらいです。普段の畑作業の様子から集落の美しい景色まで、上条の日

常のインスタ映えする写真を配信していくそうです。フォロワー登録よろしくお願いします！ 

  上条を活性化する会 インスタグラム始めました！ 

 今年も甲州市の春を告げるイベント「第１８回甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと桃の花まつり」が２

月１１日～４月１８日の期間で開催されています。多くの方に桃の花の美しい景観や歴史文化に親しん

でいただこうと平成１５年（２００３）に始まりました。 

 ２月１１日（火・祝）、重要文化財旧高野家住宅（甘草屋敷）にて開幕式が行われました。きらびや

かなひな人形や吊るし飾りとともに、ボランティアガイドによるひな人形の解説や窪田礼子さんの琴の

演奏があり、多くの方が観に来られました。 

甘草屋敷では、江戸時代のひな人形「享 保
きょうほう

雛
びな

」や上皇様のご誕生記念雛等約１０００点と、甲州市

をイメージしたつるし飾り約３０００点を展示しています。 

 また、甘草屋敷の他、恵林寺「武田信玄公宝物館」、宮光園、協賛として市内９か所でひな飾りの展

示が行われています。ぜひこの機会にご覧ください。 

  甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと桃の花まつり  

今年の冬は、雪も少なく暖冬で比較的過ごしやすいですね。最近は、春らしい暖か

い日も多くなってきて、市内は梅の花が咲き始めました。 

さて、今号は、上条を活性化する会が始めたインスタグラムと２月１１日から開催

されている「甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと桃の花まつり」について掲載しました。 
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〇御殿飾り・・・御殿飾りは、京都の御所や寝殿造りを模した御殿に小さめの内裏雛や三人官女など

を飾ったひな飾りです。江戸時代後期から京都を中心に見られましたが、江戸では

あまり普及しませんでした。山梨では、大正時代から見られ、当初は白木つくりの

質素なものでしたが、昭和になると大型化し、金鯱の屋根飾りや金色の内装、朱や

漆塗りの柱や階段など、豪華な造りになってきました。御殿飾りは昭和３０年代後

半まで多数見られましたが、４０年代に入ると急速に姿を消していきました。今で

は貴重な御殿飾りを甘草屋敷では多数展示しています。 
 
〇吊るし雛・・・吊るし雛が作られ始めたのは、江戸時代といわれています。その頃、おひなさまを

高価で買うことのできない家庭では、女の子が生まれると、着物の端切れや残り布

を使って、吊るし雛を作りました。親戚や縁者が子どもの幸せを願って、一針一針

心を込めて縫って作られました。一つの輪に７個７列ずつ、合計４９個、さらに輪

の中央に大きなまりを２つ吊るして、合計５１個で一組となります。もともと山梨

には吊るし雛の文化はありませんが、甲州市では、吊るし雛を参考にちりめん和紙

で作った「吊るし飾り」の文化が、２０年ほど前から芽生えてきています。 
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恵林寺「武田信玄公宝物館」 宮光園 

 

〇ひなまつりの由来・・・ひな人形の歴史は古く、平安初期、今から千年も前にさかのぼります。源

氏物語の中にも｢ひいなの遊び｣と呼んで宮中の幼い姫たちの人形遊びが記されています。古くから中

国には三月三日あるいは三月上巳（じょうし・最初の巳の日）に水辺でお祓いをする行事があり、こ

れが日本に伝わり、お祓いをした人形（紙や草でつくった簡素な型代）を水に流して送る日本古来の

風習と結びついて｢流し雛｣の風習が生まれました。これがひなまつりの起こりといわれています。 
 
〇内裏雛・・・明治時代までは正面から向かって右に男雛、左に女雛と飾られましたが、大正時代に

なると西洋文化（レディーファースト）の影響を受け、位置関係は様々な形となってきました。現在

では、向かって左が男雛、右が女雛というのが一般的です。甘草屋敷では、年代によって内裏雛の位

置を変えて展示しています。 


